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ァンセンヌの森の中の元弾薬工場カルトゥーシュリで Théâtre de l’Épée de bois
が上演したアントニオ・ディアズ・フロリアン演出，セルジュ・ポンスレ主演の
『カリギュラ』を見ている。また，DVD でではあるが，2011年 4月にヴァンサ
ン・シアノが TRAC（Théâtre Rural d’Animation Culturelle）で演出・上演した
『カリギュラ』も見ている。これらについては，拙論「カミュの『カリギュラ』の
演出をめぐって──アントニオ・ディアズ・フロリアンと蜷川幸雄」（『人文論究』









ゲネプロと 11月 9日の初日，および 12月 5日の神戸公演を見ることができ
た。
















































⑷ «Réponses à Jean-Claude Brisville», in Albert Camus, Œuvres complètes IV,













史 実 と 創 作
カリギュラは西暦 12年に生まれ，37年から 41年まで──年齢でいうと 25












⑸ 『カリギュラ』からの引用は，Caligula, in Albert Camus, Œuvres complètes I,
























⑹ 『カリギュラ』は若書きの作品で，初演は 1945年だが，1939年版と 1941年版と
1945年版と 1955年版が存在する。フランスでも日本でも一般に流布しているの
は 1955年版である。
⑺ «Caligula, version de 1941», in Albert Camus, Œuvres complètes I, 1931-1944,










































































































































































カミュは 1941年版の『カリギュラ』で，第 1幕 Désespoir de Caligula
（カリギュラの絶望），第 2幕 Jeu de Caligula，第 3幕 Divinité de
Caligula（カリギュラの神聖さ），第 4幕 Mort de Caligula（カリギュラの










































































































































お わ り に
『カリギュラ』は難解な哲学劇だと思われがちだ。しかし，終幕近くでカリ
ギュラが言うように「全てはひどく複雑に見える。しかし，実は至極単純なの
だ」（387）。栗山民也と菅田将暉は，愛するドリュジラを奪った神々に憤り，
その怒りを周囲の大人たちに向けることしかできない駄々っ子のカリギュラを
作りあげた。カリギュラはたしかに哲学的なことを言う。しかし，それは子ど
もが屁理屈をこねて大人を困らせるのと同じである。こうして我々観客はロー
マ全土を巻き込んだ壮大な八つ当たりのドラマに立ち会うことになる。
カリギュラは暴君であり，多くの人命を奪う。しかし，彼の内面は純真無垢
な子どもである。第 2幕第 14場でカリギュラがシピオンに言うように「お前
（シピオン）が善の中で純粋である」ように，「俺（カリギュラ）は悪の中で純
粋」（357）なのだ。「無垢なる暴君」というのは語義矛盾だろうか。しかし，
カミュは『異邦人』（L’Étranger, 1942年）で「無垢なる殺人者」を書かなか
っただろうか。
栗山民也演出，菅田将暉主演の『カリギュラ』は素晴らしい芝居だった。筆
者はこの素晴らしい舞台を実現したスタッフ，キャストに心からの拍手を送る
とともに，また何年かのちに『カリギュラ』を上演するスタッフ，キャストが
現れることを願ってやまない。
──文学部教授──
１４０ 無垢なる暴君の物語
